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１．概要（Summary） 

本研究は、テラヘルツ量子カスケードレーザ

の小型・高効率化、長寿命、連続出力、安価な

テラヘルツ光源としての実現を目指す。結晶の厚

さと界面の品質確認及び結晶成長したカスケードレ

ーザの超格子構造と素子のプロセス工程確認のため断

面観察を行う。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

FE-SEM 

【実験方法】 

結晶成長した超格子構造の断面観察及びプロセス工

程確認のための断面観察。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

両面金属導波路プロセスのテラヘルツ量子カスケード

レーザのメサ構造厚さ及び表面状態の観察を行った。

Fig. 1, 2に SEM画像を示す。 

 

Fig. 1 SEM image of GaN THz quantum cascade 

laser. 

 

Fig. 2 SEM image of GaN THz quantum cascade 

laser. 

 

４．その他・特記事項（Others） 

なし。 

 

５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 

(1) Ke Wang、Tsung-Tse Lin、Li Wang、Joosun Yun、

Hideki Hirayama，応用物理学会第 65 回春季学術

講演会，平成年 3月 19日(発表日)． 

 

６．関連特許（Patent） 

なし。 
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